







































































































































































































部 1， 2年生が受講者数全体の約 4～ 5割，大学院生
が全体の約 3～ 4割を占めており，それと比して学部
3 ,  4 年生の受講割合は低めとなっている．
表1. TEAの課外英語講座受講者数
年度 時期 最大定員 申込者数 受講者数
2016 前期学期内 210 273 175
夏期集中  60  59  46
後期学期内 210 176 131
春期集中  90 116  80
年度合計 570 624 432
2017 前期学期内 210 296 184
夏期集中  60  92  55
後期学期内 210 178 138
春期集中  90 125  82
年度合計 570 691 459
2018 前期学期内 210 325 159































































































































































表 2. アンケート項目の 3 件コーディング 










.  TOEFL iBT 公式模試の結果 
.   
期内プログラム，夏期集中プログラム
における TOEFL iBT 公式模試の得点の分布を図 1，図




図 1．学期内プログラム iBT 模試スコア分布 
 
 
図 2．夏期集中プログラム iBT 模試スコア分布 
4.1.2 受講前後での iBT 模試得点の平均値の比較 
次に学期内、夏期集中プログラムに分けてそれぞれ




表 3.  学期内プログラムおよび夏期集中プログラム 
の TOEFL iBT 公式模試得点平均値の比較 
（  ）は標準偏差 
 n 受講前 受講後 差 t 値 















ろ，出席率は TOEFL iBT 公式模試の得点差に対する
説明力が大きいことが確認できた．特に，受講前の得
点が 60 点以下の 20 名の学生においては，上記の回帰
分析結果が非標準化回帰係数=0.65 となった（調整済
み R2=0.22）．つまり，講座への出席率が 10％（90 分の





4.2 TEA の課外英語講座による学生の意識変化 
4.2.1 英語力および態度に関する 5 段階評価の平均値 
各質問項目における学生の 5 段階による自己評価の
平均値を表 4 に示す．表 4 をみると，（No.16）客観的
英語力および課題の把握，（No. 17）英語力のモチベー
ションの向上，においては 4 に近い値となっているが，
























図 3～図 8 に課外英語講座の受講による英語力の変
化に関する学生の自己評価結果を 3 件法にコーディン
グし直したものを示す．複数の項目があるものについ










図 3. 英語力（スピーキング）の変化 
 
 
図 4. 英語力（リスニング）の変化 
 
 
図 5. 英語力（ライティング）の変化 
 
 
図 6. 英語力（リーディング）の変化 
⼤分
類 ⼩分類 No. 質問項⽬ ⼈数
1 事前に英⽂を考えなくても、英語で考えを話せるようになった 24 3.2 (1.0)
2 英語でわかりやすくプレゼンテーションする事ができるようになった 24 3.2 (0.9)
3 ⽬の前で話している外国⼈の英語が聞き取れるようになった 24 3.3 (1.1)
4 テレビやラジオなどの速い英語でも聞き取れるようになった 24 2.8 (1.0)
5 適切な英単語や表現を⽤いて英語の⽂章を書けるようになった 24 3.4 (0.9)
6 論理的にエッセイを書く事ができるようになった 24 3.4 (1.0)
リーディ
ング 7 英⽂を読む速度が速くなった 24 3.0 (0.9)
8 相⼿の意⾒を踏まえて、英語で⾃分の意⾒を伝える事ができるようになった 24 3.2 (1.0)
9 ⽇本語 ⇔ 英語の訳をせずに、英語だけで考えてコミュニケーションがとれるようになった 24 3.3 (1.0)
語彙 10 使える語彙が増えた 24 3.3 (1.0)
11 海外への興味が深まった 24 2.8 (1.2)
12 海外へ⾏く⾃信がついた 24 2.9 (1.1)
13 半年以上の留学に⾏く⾃信がついた 24 2.7 (1.0)
14 外国⼈と話すことに抵抗がなくなった 24 3.5 (0.8)




を把握できた 24 3.7 (1.1)
17 英語学習へのモチベーションが⾼まった 24 3.8 (1.0)
18 英語の語学試験を受ける意思が強くなった 24 3.2 (1.1)
19 TEAの授業時間外で英語に触れる時間が増えた 24 3.3 (0.8)
20 授業外で、毎⽇1時間以上英語の学習をするようになった 24 2.8 (0.8)
21 積極的に外国⼈と交流するようになった 24 2.9 (1.1)
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